
政 権 は

危 な い

や
っ
ぱ
り

な い

昨 年 ７ 月 、 歴 代 自 民 党 政

権 が 「 違 憲 」 と し て き た

「 他 国 防 衛＝ 集 団 的 自 衛 権

の 行 使 」 を 合 憲 と し た 。

国 民 の 知 る 権 利 、 マ ス コ

ミ の 報 道 の 自 由 を 奪 う 「 秘

密 保 護 法 」 を １
２

月 に 施 行 。

こ れ ら は 、 戦 争 す る と き

の 常 套 手 段 だ 。

や
っ
ぱ
り

嘘 つ き

「 異 次 元 の 貨 幣 供 給 」 で

景 気 回 復 を 。 ア ベ ノ ミ ク ス

で 富 裕 層 は 富 み 、 貧 者 に は

い ず れ 滴 り 落 ち る … と 。

一 方 、 高 線 量 の 故 郷 へ は

「 安 全 だ か ら 帰 ろ う ！ 」 と 、

「 社 会 保 障 の た め 」 は 消 費

税 を ア ッ プ し 、 軍 事 に 予 算

を つ ぎ 込 む 。

大 東 亜 戦 争 さ え 「 聖 戦 」

と い う 。 こ ん な 政 権 、 私 達

の 手 で 倒 さ な け れ ば な り ま

せ ん 。

県 平 和 セ ン タ ・ 県 勤 労 協

Ａ Ｎ Ａ 金 沢 ス カ イ １
８

階

開 会 あ い さ つ で 糸 矢 敏 夫

代 表 代 行 は 、 「 本 年 は 反 戦

・ 平 和 の 正 念 場 」 と 訴 え 、

「 戦 争 準 備 法 の 成 立 阻 止 」

に が ん ば る こ と を 表 明 し た 。

激 励 に 中 西 吉 明 副 知 事 、 狩

山 久 弥 連 合 会 長 、 盛 本 芳 久

社 民 党 代 表 、 近 藤 和 也 民 主

党 代 表 、 田 中 美 絵 子 同 副 代

表 ら が 駆 け つ け 、 藤 田 利 男

県 勤 労 協 会 長 の 「 統 一 地 方

選 勝 利 ！ 」 の 力 強 い 音 頭 で

乾 杯 し た 。
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安 倍 政 権 は 、 「 戦 後 レ ジ

ュ ー ム か ら の 脱 却 」 を 掲 げ 、

「 戦 争 す る 国 」 に 突 き 進 ん

で い る 。 日 米 安 保 条 約 の 実

質 改 定 と な る 日 米 ガ イ ド ラ

イ ン を 見 直 し 、 「 地 球 規 模

で の 相 互 協 力 」 を 謳 っ て い

る 。 軍 事 費 は 前 年 度 補 正 予

算 を 加 え る と ５ 兆 ２ 千 億 に

な り 、 過 去 最 大 の 予 算 と な

っ た 。 早 け れ ば ４ 月 に も

「 戦 争 準 備 一 括 法 案 」 と

「 海 外 派 遣 恒 久 法 案 」 を 出

し て く る 。 イ ス ラ ム 国 人 質

事 件 で は 「 テ ロ に 屈 し な

い 」 と し て 何 ら の 「 救 出

策 」 も 講 じ ず 、 逆 に 殺 害 を

口 実 に 「 防 衛 事 務 官 や 自 衛

隊 の 派 遣 」 を 検 討 す る と い

う 反 動 ぶ り 。

通 常 国 会 の 山 場 ５ ～ ６ 月

に 備 え 、 職 場 討 論 ・ 出 前 講

座 な ど を 活 用 し 、 反 戦 ・ 平

和 の 闘 い を 創 ろ り ま し ょ う 。

社 会 保 障 の た め と 消 費 税

を ｕ
ｐ

し 、 攻 撃 兵 器 ば か り 買

う 。 兵 員 輸 送 機 オ ス プ レ イ

５ 機 ６ ０ ０ 億 、 最 新 鋭 ス テ

ル ス 戦 闘 機 Ｆ ３
５

６ 機 １ ３ ０

０ 億 、 水 陸 両 用 車 ３
０

両 ２ ０

３ 億 円 、 潜 水 艦 １ 隻 ６ ４ ０

億 、 新 早 期 警 戒 機 ８ ０ ０ 億 、

新 型 対 潜 哨 戒 機 Ｐ １ ２
０

機 ３

４ ０ ０ 億 （ ７ 年 払 い ） 、 イ

ー ジ ス 艦 １ 隻 １ ６ ８ ０ 億 、

ス パ イ 衛 星 運 用 に ６ ０ ０ 億 。

福 祉 は 、 介 護 保 険 料 ５ ５ ０

円 ｕ ｐ 、 生 活 保 護 費 切 り 下

げ 、 残 業 代 不 払 い … 。 戦 争

準 備 に 予 算 を 注 ぎ 今 後 ５ 年

間 で ２
５

兆 円 の 巨 費 を 投 入 。

今 年 は 戦 後 ７ ０ 年 、 戦 争

の 真 実 を 学 び 、 今 後 も 戦 争

の な い 社 会 を 築 く た め 私 達

が が ん ば ら な け れ ば な り ま

せ ん 。 戦 争 反 対 ！ こ れ が

反 戦 平 和 の 核 心 で す 。

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

力

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

北 陸 電 力 は 、 私 達 が 志 賀

（ 能 登 ） 原 発 建 設 当 時 か ら

指 摘 し て き た 、 原 発 か ら 約

１ キ ロ の 福 浦 断 層 を 初 め て

「 活 動 の 可 能 性 を 否 定 で き

な い 」 と し て 認 め た 。 Ｓ １

断 層 の 最 終 報 告 書 （ ２
０

１
３

年

１
２

月 ） の 中 で で す 。

こ の 福 浦 断 層 を 考 慮 し た

最 大 の 地 震 動 を ６ ０ ０ ガ ル

か ら １ ０ ０ ０ ガ ル へ 引 き 上

げ 、 必 要 な 耐 震 補 強 は ２
０

１
４

年 度 中 に 終 了 さ せ る と も し

た 。 と こ ろ が こ れ を ２
０

１
５

年

度 一 杯 に 延 長 す る と い う 。

全 く い い 加 減 な 計 画 だ 。

昨 年 ８ 月 、 ２ 号 機 直 下 の

Ｓ １ 断 層 が 「 活 断 層 」 か 否

か の 結 論 が 出 て い な い 中 、

「 適 合 性 審 査 申 請 」 を 急 遽

行 な っ た の も 、 計 画 性 の な

い 「 支 離 滅 裂 」 の 対 応 と 言

わ ざ る を 得 な い 。

原 子 炉 直 下 の １

断 層 は 「 典 型 的 な 活 断

層 」 と 言 わ れ 、 こ れ が 認 定

さ れ る と 「 廃 炉 」 に 追 い 込

ま れ る 。 だ か ら 北 電 は た と

え 専 門 家 に 笑 わ れ よ う と 、

「 シ ー ム 」 「 浸 食 作 用 」 と

言 い 張 り 、 原 発 再 稼 働 の

「 動 き 」 に 救 い を 求 め て い

る 。 ま さ に 「 ア ベ 頼 み 」 の

言 い 逃 れ だ 。 た と え 申 請 書

が 他 の 電 力 の １
／

１
０

と 言 わ れ

よ う と も 「 デ ー タ 不 足 」 と

言 わ れ よ う と も 、 な い 資 料

は 出 せ な い の だ 。

全 国 で 一 番 優 秀 と 言 わ れ

た 東 京 電 力 で さ え で き な か

っ た 「 沸 騰 水 型 原 発 の 事 故

対 応 」 。 北 陸 電 力 に 能 力 も

資 格 も な い の は 明 ら か だ 。

即 刻 「 廃 炉 」 に 向 け た 準

備 に か か る こ と を 要 請 す る 。

事 故 時 、 逃 げ 場 を 失 う 半 島 ！
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「 爆 笑 問 題 」 の 政 治 家 ネ

タ を ボ ツ に し 、 批 判 さ れ て

い る Ｎ Ｈ Ｋ 。 １ 月 ８ 日 、
（ ７
１

）

が 批 判 に 対 し て  反 論  し

た 。
定 例 会 見 で こ の 問 題 を 問

わ れ た 籾 井 会 長 。 「 （ 自 分

は ） 全 く 関 与 し て い な い 」

と 話 す 一 方 で 、 一 般 論 と し

て 「 個 人 名 を 挙 げ て ネ タ に

す る の は 品 が な い 。 し ゃ べ

る 人 も 品 性 や 常 識 が あ っ て

し か る べ き だ 」 と 言 い 放 っ

た の で あ る 。

現 在 、 ２ 千 人 近 い Ｎ Ｈ Ｋ

の Ｏ Ｂ か ら 「 辞 任 要 求 」 を

突 き 付 け ら れ 、 「 失 格 」 の

烙 印 を 押 さ れ て い る 会 長 と

は い え 、 仮 に も 表 現 の 自 由

を 重 ん じ る 報 道 機 関 の ト ッ

プ が ボ ツ に 「 賛 意 」 を 表 し

た の だ か ら 驚 く ば か り だ 。

Ｎ Ｈ Ｋ の 「 言 論 封 殺 」 を 会

長 自 身 が 認 め た よ う な も の

だ 。 そ も そ も 「

」 な ど と 公 言 す る 籾 井 会

長 は 「 表 現 の 自 由 」 を  余

計 な も の  と 考 え て い る の

で は な い か 。 日 刊 ゲ ン ダ イ

「 千 行 に み な ぎ る 血 の

匂 い を 十 行 に 煮 つ め ね

ば な ら な い 」 。 開 高 健

ベ ト ナ ム 戦 争 に ジ ャ ー ナ

リ ス ト と し て 参 加 し た 作 家

開 高 健 の 言 葉 で あ る 。 命 を

懸 け た 取 材 に 赴 く も の の 決

意 か 、 事 実 を 伝 え る ジ ャ ー

ナ リ ス ト 魂 へ の 鼓 舞 か 。

イ ス ラ ム 国 に 拘 束 さ れ 殺

害 さ れ た 後 藤 健 二 さ ん は 、

「 何 が あ っ て も シ リ ア の 人

々 を 恨 み ま せ ん 」 「 武 力 で

平 和 は こ な い 」 と 訴 え て い

た 。 こ の 「 平 和 」 の 思 い を

ね じ 曲 げ 、 「 自 衛 隊 派 遣 を

検 討 」 と 。 派 遣 し た ら 救 出

で き た の か ？ 安 倍 政 権 の 居

直 り を 許 し て は な ら な い 。

沖 縄 辺 野 古

特 別 連 帯 カ ン パ

昨 年 １
０

月 、 全 国 で 緊 急 に

取 り 組 ま れ た

・

が 集 約 さ れ た 。

沖 縄 平 和 セ ン タ ー は 、 平 和

監 視 船 「 美 ら 海 （ ち ゅ ら

海 ） 」 を 購 入 し 、 闘 争 に 活

用 し て い る 。 私 達 は 、 組 合

員 数 を 目 標 に 取 組 み 、 合 計

５ ４ ２ ， ５ ０ ５ 円 （ ２
／

３ 現

在 ） を 集 計 。 あ り が と う ご

ざ い ま し た 。

一 方 、 辺 野 古 を 巡 る 沖 縄

の 民 意 は 、 地 元 名 護 市 長 選 、

知 事 選 、 衆 選 挙 な ど 悉 く

「 建 設 反 対 」 派 が 勝 利 し た 。

こ れ が 民 意 で す 。 し か し 、

安 倍 政 権 は 「 建 設 工 事 を 粛

々 と 進 め る 」 と し て 、 暴 力

的 に 反 対 派 を 排 除 し な が ら

建 設 を 強 行 し て い る 。

こ の カ ン パ を 活 用 し て 、

闘 争 現 地 へ 派 遣 す る こ と が

運 営 委 員 会 で 確 認 さ れ 、 第

一 陣 を 編 成 で き ま し た 。

（ 募 集 １
／

３
０

〆 切 ）

３ 月 ５ 日 （ 木 ）

～ ８ 日 （ 日 ） ６ 人 派 遣

座 込 み 闘 争 に 参 加

５ 月 １
４

日 （ 木 ）

～ １
７

日 （ 日 ） １
０

人 程 度

社 会 法 律 セ ン タ ー 法 律 相 談

年 間 計 画 は Ｈ Ｐ に 掲 載

会 員 は ３
０

分 無 料

（ ０ ７ ６ ） ２ ３ １－ ２ １ １ ０

最 新 情 報 は ホ ー ム ペ ー ジ を

ご 覧 く だ さ い 。 「 石 川 県 平 和

セ ン タ ー 」 と 入 力 す れ ば 検 索

で き ま す 。

◆ ２ 月 ９ 日 （ 月 ） １
８

１
５

２ ．

８ ジ ェ ッ ト 機 墜 落 ４
５

周 年 「 反

戦 平 和 を 考 え る 」 青 年 女 性 集

会 地 場 産 新 館

◆ ２ 月 １
１

日 （ 水 ・ 祝 ） １
４

０
０

第

１
３

回 建 国 記 念 の 日 （ 「 紀 元

節 」 ） を 考 え る 市 民 集 会 県

教 育 会 館 二 階 「 撤 去 の 会 」

◆ ２ 月 １
３

日 （ 金 ） １
８

０
０

第 ５

回 出 前 講 座 七 鹿 労 働 会 館

七 鹿 平 和 セ ン タ ー

◆ ３
．

１
１

福 島 原 発 事 故 ４ 周 年 企 画

第 一 部

～ 伝 え た い 隠 さ れ た 真 実 ～

第 二 部 １
５

０
０

河 合 弘 之 監

督 （ 弁 護 士 ） 教 育 会 館 ３ 階 ホ

ー ル 前 売 券 千 円 当 日 券 １
２

０
０

円 高 校 生 以 下 無 料 さ よ な ら

志 賀 原 発 ネ ッ ト

◆ 県 内 ７ カ 所 で 上 映 （ ２
／

１
５

ラ

ポ ル ト 珠 洲 １
０

０
０

、 １
３

３
０

の 二 回

２
／

１
８

水 野 ス ウ 宅 津 幡 １
４

０
０

２
／

２
０

志 賀 町 富 来 活 性 化 セ ン タ ー

１
９

０
０

２
／

２
１

七 尾 市 真 宗 大 谷 派

能 登 教 務 所 １
７

０
０

２
／

２
４

加 賀 市

真 宗 大 谷 派 大 聖 寺 教 務 所 １
８

３
０

２
／

２
７

加 賀 市 光 闡 坊 １
９

０
０

２
／

２
８

野 々 市 市 常 讃 寺 １
９

０
０

）

◆ ２ 月 ２
３

日 （ 月 ） １
８

１
５

憲 法

を 守 る 会 総 会 労 済 会 館

◆ ２ 月 ２
７

日 （ 金 ） １
４

０
０

単 組

代 表 者 会 議 ・ 第 ３ 回 運 営 委 員

会 フ レ ン ド パ ー ク ４ 階

◆ ３ 月 １ ～ ２ 日 ビ キ ニ ・ デ ー 、

全 国 活 動 者 会 議 静 岡 市

◆ ３ 月 ５ 日 （ 木 ） １
３

１
５

白 鳥

路 石 川 門 「 志 賀 原 発 を 廃 炉

に 」 訴 訟 第 １
３

回 口 頭 弁 論

１
３

３
０

金 沢 地 裁 １
５

０
０

北 陸 会 館

◆
◆ ３ 月 １
７

日 （ 火 ） １
１

０
０

軍 事

パ レ ー ド 反 対 の 「 会 場 使 用 不

許 可 違 憲 ！ 」 訴 訟 第 ４ 回 口 頭

弁 論 金 沢 地 裁 １
３

０
０

報 告 集 会

◆ ３ 月 ２
３

日 （ 月 ） １
３

３
０

小 松

爆 音 訴 訟 第 ２
４

回 公 判 金 沢 地 裁

◆ ３ 月 ２
９

日 （ 日 ） １
３

３
０

第 ２
０

回 市 民 講 座 「 ２
０

１
５

年 の 日 本 を

展 望 す る 」 ～ 憲 法 、 沖 縄 、 原

発 な ど 山 積 み ～ 講 師 高 野

孟 （ は じ め ） ジ ャ ー ナ リ ス ト

地 場 産 本 館 第 ５ 研 修 室 未

来 塾 千 円 ／ 人

４ 月 １
２

日 県 会 議 員 投 票 日

４ 月 ２
６

日 市 町 会 議 員 投 票 日

５ 月 １ 日 （ 金 ） メ ー デ ー

８ 時 間 労 働 を 求 め ア メ リ カ

の 労 働 者 が ゼ ネ ス ト に 起 っ た

日
◆

０
０
０

コ ン サ ー ト
憲

護
発

原
脱

県 教 育 会 館 ３ 階 ホ ー ル 金 沢

平 和 セ ン タ ー 入 場 料 五 百 円

小 学 生 以 下 無 料

◆ 同 日 （ 予 定 ） １
２

３
０

戦 争 さ せ

な い 集 会 戦 争 さ せ な い 千 人

委 石 川 市 庁 舎 前 広 場 デ モ

◆ 同 日 （ 予 定 ） １
４

０
０

「 輝 け ９

条 許 す な 改 憲 ！ 」 集 会 本 多

の 森 ホ ー ル ９ 条 の 会 入 場

料 ５ ０ ０ 円 デ モ

◆
◆ ５ 月 原 水 禁 石 川 総 会

◆ ５ 月 ３
０

日 （ 土 ） １
４

０
０

第 ４

回 「 志 賀 原 発 を 廃 炉 に ！ 」 原

告 団 総 会 １
５

０
０

講 演 井 戸 謙

一 弁 護 士 （ 金 沢 地 裁 で ２ 号 機

運 転 差 し 止 め 判 決 を 下 し た 裁

判 官 ） 地 場 産 新 館

◆ ６ 月 原 水 禁 「 非 核 ・ 平 和

行 進 」 富 山 県 よ り 引 き 継 ぎ

◆ （ 予 定 ）

憲 法 改 悪

に 反 対 す る 実 行 委 員 会

◇ ト ン ボ の 眼 ◇

□ 桜 が 咲 こ う が 新 緑 が 満 ち よ

う が 、 こ こ フ ク シ マ で 気 づ く

人 は 少 な い 。 野 山 を 駆 け る 子

ど も た ち の 姿 も 声 も な い 。

か ら く る 病 （ ぶ ら ぶ ら 病 、 脳

卒 中 、 心 筋 梗 塞 、 甲 状 腺 癌 な

ど ） が 進 行 し て い る 。

□ 新 事 実 。 最 初 の ５ 日 間 で 放

出 さ れ た 放 射 能 は 全 体 の ２
５

％

に 過 ぎ ず 、 ３
．

１
５

の 夜 か ら 二 週

間 あ ま り で ７
５

％ が 放 出 さ れ た

こ と が 判 明 。 そ の 原 因 は 「 ベ

ン ト 」 だ っ た 。 ベ ン ト は 「 放

射 能 を １
／

千 分 に し て 放 出 」 す

る は ず だ っ た が 、 落 と し 穴 が

あ っ た こ と が 実 証 さ れ た の で

す 。 （ Ｎ Ｈ Ｋ に て ）

□ 津 波 で は な く 地 震 で 配 管 が

破 断 し た ？ メ ル ト ダ ウ ン 前

に 放 射 能 が 大 量 放 出 ？ 冷 却

水 は な ぜ 消 防 ホ ー ス で 注 入 で

き な か っ た の か ？ 水 位 計 は

正 し い 水 位 を 示 さ な か っ た の

だ ・ ・ ！

□ 数 々 の 謎 が 未 解 明 の ま ま だ

が 誰 も 追 求 し な い 。 そ れ は 責

任 体 制 が な い か ら だ 。

□ フ ク イ チ で も 、 東 京 電 力 へ

の 責 任 追 求 が 却 下 さ れ た 。

□ だ か ら 安 倍

首 相 は 再 稼 働 を 進 め ら れ る 。

避 難 で き な く て も 活 断 層 が あ

っ た と し て も 、 金 の 成 る 木 、

エ ネ ル ギ ー と 核 開 発 の た め に

原 発 再 稼 働 な の だ 。 国 も 政 府

も 電 力 も 、 そ し て 地 元 も 責 任

を 持 た な い で い い の だ か ら 。

□ 「 イ ス ラ ム 国 」 の 人 質 対 応

と 同 じ く 人 命 を 歯 牙 に も か け

な い 。 フ ク シ マ の 責 任 も 取 ら

な い の に
を 語 る 安 倍 首 相 。 人 質

一 人 の 命 も 救 え ず 、 自 衛 隊 を

派 遣 し て ど う し て 救 出 で き る

の か 。

□ 放 射 能 と 「 戦 争 」 、 増 税 と

福 祉 切 り 捨 て 、 貧 困 を ば ら ま

く 安 倍 政 権 に は 、 退 陣 し か あ

り ま せ ん 。

北 信 越 ブ ロ ッ ク 会 議 に 参 加

し た 。 長 野 で は １
１

地 区 に 「 戦

争 さ せ な い 千 人 委 」 を 結 成 。

新 潟 で は 「 オ ス プ レ イ 訓 練 」

に 反 対 す る 東 日 本 連 携 組 織 を

作 っ た 。 富 山 で は 、 憲 法 改 悪

反 対 の 大 集 会 。 福 井 で は 「 高

浜 原 発 再 稼 働 」 反 対 の 新 聞 広

告 。 そ れ ぞ れ 頑 張 っ て い る 。

石 川 で は ２
．

２
２

を 中 心 に フ ク シ

マ 四 周 年 「 日 本 と 原 発 」 上 映 、

５
．

３ に は 新 し い 試 み 「 制 服 向

上 委 員 会 」 コ ン サ ー ト を 金 沢

で 企 画 。 「 戦 争 準 備 に 反 対 す

る 」 輪 が 広 ま っ て い る 。 Ｎ
Ｔ

普
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